

















































シャーロット・アイランド Queen Charlotte Island から来
たハイダ族を起源としている 2）。 
	 1) コミュニティ全体の財政状況 
ハイダバーグ・コミュニティ全体の財政状況について、(1)
ハイダバーグ協同組合 Hydaburg Cooperative Association 








	 	 (1) ハイダバーグ協同組合 







HCA の 2016 年の歳入総額 404 万 7,015 ドル中、連邦政府
からの収入が 285 万 7，596 ドル、さらに他の組織を経由し
てはいるが連邦政府からのものが 2 万 5,861 ドルあり、合
計 288 万 3,457 ドルである。また、州政府からの収入が 9




	 また、歳出総額 361 万 9,113 ドルの内訳についてみると、
経済開発に 124 万 6,327 ドル、公共事業 public works に 83














  表 2（後掲）によれば、2015 会計年度のハイダバーグ市
の歳入合計は 58 万 8,508 ドルであり、HCA に比べて一桁
小さい。かつ、独自の収入といえるものはほとんどなく、州
政府からの移転 25 万 5,784 ドルおよび連邦政府からの移転
22 万 7,803 ドルの合計 48万 3,587ドルは、歳入全体の 82 %
を占めている。 
	 しかも、その収入の多くは、行政費用に支出されており(36
万 9,946 ドル)、その支出全体に占める割合は、52.91 %と過
半を占めている。これに教育目的の費用 12 万 7,613 ドルを
合わせると、その割合は 71.16 % である。 















ュニティ所得の 32 % (140 万ドル)を占めている』6）。 
	 また； 
『2012 年に取り組まれた仕事 jobs worked が、ハイダバー























年の一人当たりの平均所得は、1 万 3,294 ドルであった (表 
1-9)。2012 年の世帯所得の中央値は、2 万 9,731 ドルと推計
されている；これは、2012 年の全州の所得の中央値 6 万






























収量は、低いものでヘインズ Haines の 318 ポンド、高いも
のでハイダバーグの 1,482 ポンドであった。また、一人当た
り収量では、最小がヘインズの 135 ポンド(約 61.3 kg；引
































1) 2005 年版コミュニティ経済開発計画について 









	 そして、以上の検討の結果「2005-2007 年の 10 大総合コ
ミュニティ開発プロジェクト」として、プロジェクト計画が
つぎの 10 項目に集約された； 



















給自足および慣習的商業 customary commerce に利





























主体プログラム Community Quota Entity program に参加
する資格があり、それがハイダバーグ・コミュニティ持株会
社 holding company である」15）。 
	 そして； 
「多くの場合、割当量を自ら漁獲すると利幅が小さく、かつ












	 以下、資料 6 によって、その実態をみてみたい。 
	 まず、漁獲量の推移についてである； 
「2010 年、住民 40 人、あるいは、総人口の 10.6%が、商業
的 漁 業 登 録 委 員 会 Commercial Fisheries Entry 
Commission (CFEC)発行の 63 件の漁獲許可証を所持して
いた。これは、2000 年の 48 人および 77 件の CFEC 許可
証に比べて、減少を意味した。ハイダバーグにおいて所持さ
れた許可証数は、2001 年の 78 件が最高であった。そして、
2000 年から 2010 年の平均値は、71 件であった。2010 年に
所持されたCFEC許可証のうち、44％はサケ類 salmonで、
これは 2000 年には、45%であった；33%がニシン herring
で、これは 2000 年には 23%であった；17%が「その他」の
貝類・甲殻類で、これは 2000 年には 19%であった；3%が
オヒョウで、これは 2000 年には 12%であった；そして、2%
がギンダラで、これは 2000 年には 0%であった。さらに、
3 人の住民が 3 件の底生魚限的免許プログラム許可証
License Limitation Program (LLP) groundfish permits を
所持し、2010 年にはオヒョウに関して 6 件の勘定 account
で割当数 shares7 万 8,458 であった。これは、2000 年には
10 件の勘定で割当数 10 万 77 であった。全般的には、ハイ




「 2010 年には、住民は 30 件の商業的乗組員免許
commercial crew licenses を所持していたが、それは、2000
年には 42 件であった；そして、その年はまた、免許の数が
最大でもあった。また、2010 年には、住民は 31 件の過半数
所有権 majority ownership を有する商業的漁船を所持して
いた。そして、それは 2000 年には 39 件であった。ハイダ




	 つぎに、レクリエーション目的の魚釣り fishing について
みてみたい。 
	 「プリンス・オブ・ウェールズ島 Prince of Wales Island
では、スポーツ・フィッシングが盛んであるが、ケチカン










…（中略；引用者）…ヘッタ湖および小川 Hetta Lake and 




ケ類を捕獲したが、2000 年には、68 件の許可証で 3,220 匹
を捕獲していた」20）。 
 (2) 「2005-2007 年の 10 大総合コミュニティ開発プロ 
ジェクト」中、実現したもの 
	 資料 6 によれば、同資料が公刊された 2013 年 11 月時点
までに、つぎのような施設が整備されていた； 
① 燃料貯蔵タンク、およびその他の公共施設の整備 
「容量総計 2 万 1,000 ガロン(約 7 万 9,485 リットル；１
ガロン≒3.785 リットル；引用者)の 2 基の燃料貯蔵タンク
があり、それはトリンギット・ハイダ地域住宅供給公社とア
ラスカ電力・電話会社 Tlingit and Haida Regional Housing 
























































1990 年の世界のサケマス海面養殖生産量は 35.1 万トン。ノ
ルウェーがその半分の 16.1 万トンで、チリは僅かに 1.8 万
トンと日本(2.3 万トン)より生産量は少なかったのです」26）。 






























みておきたい。資料 11 の記録によると； 
「リサ・ラング Lisa Lang は、ハイダバーグ・コミュニティ
の活動的なメンバーである。…（中略；引用者）…そして、





































湖およびイーク湖の流域 Hetta and Eek Lake systems を
調査した。…(中略；引用者)…部族では、今後数年追加的な

























































州政府における 1988 年～1990 年の議論の経緯について触
れておきたい。 
  1988 年に水生動植物養殖・栽培法 Aquatic Farm Act が
制定され、この法律では、パシフィック・オイスターPacific 
oyster（Japanese oyster あるいは Miyagi oyster とも呼ば




特別調査委員会 task force が設けられた。 
資料 13 の添付資料 Attachment D がその特別調査委員会
の報告書(Copy of the Alaska Finfish Farming Task Force 
Report  Report to the Alaska Legislature, January 15, 
1990)である。さらにその付録 Appendix D が、当該委員会
の議事録である。そして、その議事録中に、参考人となった
ひとびとの証言 testimony が記録されている。 
議事録中の参考人のサケ類養殖に対する賛否をまとめる
と、明確に反対を表明しているもの； 
・ローラ・ダメロン Laura Dameron (南東アラスカ保全協
議 会 代 表 Southeast Alaska Conservation Council 
(SEACC)) 
・ソーニャ・コロッツァ Sonja Corazza, (アラスカ漁業者連
合代表 United Fishermen of Alaska) 
・アラスカ先住民兄弟協会による決議 Alaska Native 
Brotherhood resolution 
・ゲール・グッド Gale Good（アラスカ・トローラーズ組合
のメンバー Alaska Trollers’ Association） 
・チップ・トーマ Chip Thoma（オブザーバー） 
の 5 件に対して、 
明確に賛成を表明しているもの； 
・ロジャー・ペインターRodger Painter（アラスカ・海洋養
殖組合代表 Alaska Mariculture Association） 
・リック・ハリス Rick Harris (シーラスカ株式会社
Sealaska Corporation) 
の 2 件、であった。 
もちろん、これは、「誰が参考人として選ばれたか」によ














































上においても、また、海上の網いけす net pen においても、
あらゆる魚類の養殖は禁止される、という法案が提出された。
この法案は、上院議員のディック・イライアソン Dick 









Grussendorf がフェアバンクス地域に位置する 1 億 3,000




	 議会の会期末まであと 3 日となり、ファーレンカンプ上
院議員は折れた。…（中略；引用者）…1990 年 5 月 9 日の




























Statement of Revenues, Expenditures and Changes
in Fund Balances- Govenmental Funds













Taxes $ 42,749 - - 42,749
Charges for services 28,500 - - 28,500
Other 33,669 - - 33,369
Intergovenmental
State sources 115,160 125,513 15,114 255,784
Federal sources 227,803 - - 227,803
 Total revenues 447,881 125,513 15,114 588,508
Expenditures
Current:
 Administration 369,946 - - 369,946
Education 127,613 - - 127,613
Public facilities 10,359 - - 10,359
Public works 42,581 - - 42,581
Parks and recreation 2,008 - - 2,008
Public safety 6,124 - - 6,124
Capital outlay - 125,513 15,114 140,627
 Total exlpenditure 558,631 125,513 15,114 699,258
Excess (deficiency) of revenues over (under) expenditures (110,750) - - (110,750)
Other financing sources (uses):
Proceeds from sale of building 100,000 - - 100,000
Net change in fund balances (10,750) - - (10,750)
Fund balances, beginning of year 263,394 - - 263,394
Fund balances, end of year $ 252,644 - - 252,644




(With Independent Auditor’s Report Thereon)
Year Ended June 30 2016
By Altman, Rogers & Co., p.7.
表 1 ハイダバーグ協同組合の財政状況 















- - - 12,282 - 13,579 25,861
State of Alaska - - - - - 93,545 93,545
Charges for services 13,697 147,034 - 1,423,202 82,043 30,869 415,963
Local sources 549,529 1,112 75,985 22,682 - 4,742 654,050
    Total Revenues 563,226 981,814 1,133,654 500,066 586,881 281,374 4,047,015
Expenditures
Govenmental activities:
General Government 19,886 - - - 58,992 - 78,878
Social services - - - - 76,102 - 76,102
Education - - - - 3,010 - 3,010
Economic development - 139,966 975,232 - 131,129 - 1,246,327
Community services 67,506 - - - 66,896 58,495 192,897
Public works - 834,780 - - - - 834,780
Housing - - - - - 129,334 129,334
Wildlife management - - - 493,537 - - 493,537
Capital outlay 146,287 - 317,887 6,529 - 93,545 564,248




91,287 - 159,465 - (250,752) - -
Excess of revenues over
(under) expenditures &
other sources
420,834 7,068 - - - - 427,902
Beginning fund balances 261,541 146,081 - - - - 407,622
Ending fund balances $ 682,375 153,149 - - - - 835,524
資料：Hydaburg Cooperative Association
Basic Financial Statements, Supplementary Informantion and Single Audit Reports













Statement of Revenues, Expenditures and
Changes in Fund Balances
Government Funds
Year Ended December 31, 2016
this grant funds renovation of the City owned Seafood Processing Plant and purchase of equipment for
the value added production of local seafood products. The funding is through the Department of
this grant funds Tribal governance programs including education, economic development, social
service and governance. The funding is renewed annually at a funding level determined by the federal
government.
HCA's discretionary fund and indirect cost pool. The fund accounts for all other miscellaneous activity,
this fund accounts for road construction and maintenance. The funding is recurring annually at a
funding level determined by the federal government through the Department of Transportation and
passed through the Bureau of Indian Affairs.
this fund accounts for expenses associated with wildlife management and environmental issues. The
funding is provided by federal, state and local contributions.
■　12　南東アラスカ先住民コミュニティ・ハイダバーグ Hydaburg の現状と今後の課題




Statement of Revenues, Expenditures and Changes
in Fund Balances- Govenmental Funds













Taxes $ 42,749 - - 42,749
Charges for services 28,500 - - 28,500
Other 33,669 - - 33,369
Intergovenmental
State sources 115,160 125,513 15,114 255,784
Federal sources 227,803 - - 227,803
 Total revenues 447,881 125,513 15,114 588,508
Expenditures
Current:
 Administration 369,946 - - 369,946
Education 127,613 - - 127,613
Public facilities 10,359 - - 10,359
Public works 42,581 - - 42,581
Parks and recreation 2,008 - - 2,008
Public safety 6,124 - - 6,124
Capital outlay - 125,513 15,114 140,627
 Total exlpenditure 558,631 125,513 15,114 699,258
Excess (deficiency) of revenues over (under) expenditures (110,750) - - (110,750)
Other financing sources (uses):
Proceeds from sale of building 100,000 - - 100,000
Net change in fund balances (10,750) - - (10,750)
Fund balances, beginning of year 263,394 - - 263,394
Fund balances, end of year $ 252,644 - - 252,644




(With Independent Auditor’s Report Thereon)
Year Ended June 30 2016










組合」Hydaburg Cooperative Association と呼ばれる、 
連邦政府認可の先住民組織によって担われている。さら 
に、この二重化に加えて、「1971 年アラスカ先住民の請求 
にもとづく継承的不動産設定法」Alaska Native Claims 
 Settlement Act (ANCSA)によって設立された、先住民 
のコミュニティ会社であるハイダ・コーポレーション 
Haida Corporation もある。これは、私企業ではあるが、 
コミュニティ全体の開発にその役割を果たしてきている。 
Hydaburg Cooperative Association： 







めるために、1934 年 6 月 18 日連邦議会制定法（48 Stat. 
984）と 1935 年 6 月 15 日修正法（49 Stat. 378）および
1936 年 5 月 1 日修正法（49 Stat. 1250）の権限にもとづ
き、本規約と細則 by-laws を定める」と述べられている
(United States  Department of the Interior  Office of 
Indian Affairs, ‘Constitution and By-laws of the 
Hydaburg Cooperative Association  Alaska’, Ratified 
April 14, 1938, United States  Government Printing 
Office  Washington: 1939. 
https://www.loc.gov/law/help/american-indian-
consts/PDF/39026290.pdf [Accessed July 9, 2018])。 
2) 資料 1、p.14 による。 
3) 資料 2、p.16 による。 
4) 以上は、表 1 の資料（資料 2）による。ただし、同資料 
p.8 の Exhibit E-1	  Statement of Revenues and 
 Expenditures and Changes in Fund Balances 
Governmental Funds   Year ended December 31, 2016
による。 
	 	 	 また、表 1 中の「用語」glossary などの説明は、同表 
中に示した（たとえば、EDA は Economic Development 
 Association など）。 
5) 資料 3、p.7 による。 
6) 資料 4、p.364 による。ただし、引用文中の図や表につい 
ては、いずれも資料 4 中のものである（以下、同じ）。 





推計値は、2012-2015 年の移動平均で 1 万 7,843 ドル、
世帯所得の中央値は 4 万 7,083 ドルであった（以上； 
https://www.commerce.alaska.gov/dcra/DCRAExternal
/community/Details/bdc1808a-7ebe-489d-864d-
2bc1ac07bd88 [Accessed July 24, 2018]）。また、州平均
では、2016 暦年の一人当たり所得は、3 万 4,191 ドル、
世帯所得の中央値は、2012-2016 年の移動平均で 7 万
4,444 ドルであった（ただし、いずれも 2016 年の実質値
である； 
https://www.census.gov/quickfacts/fact/table/ak/PST04




8) 資料 5、p.4 による。 
9) 資料 4、p.377 による。 
10) 資料 4、p.435 による。 
11) 資料 4、p.450 による。 
12) 資料 1、p.72 による。 
13) 資料 1、p.7 による。 
14) 資料 1、p.1 による。 
15) 資料 6、p.287 による。 
16) 資料 6、pp.287-288 による。 
17) 資料 6、p.288 による。 






19) 資料 6、p.297 による。 
20) 資料 6、p.299 による。 
21) 資料 6、p.284 による。 
22) 資料 6 によれば、2010 年時点で、加工施設は未整備で
あった； 
『ADF&G (Alaska Department of Fish and Game；
引用者)」の 2010 年版「操業計画 intent 一覧」による
と、ハイダバーグには、登録された加工施設はない１』
（資料 6、p.288）。 
23) 資料 7、p.1/4 による。ただし、1/4 は、A4 縦で出力さ
れた資料全 4 頁中の 1 頁目であることを示す。 
24) 資料 7、p.2/4 による。 
25) 資料 1、p.17 による。IRA は、Indian Reorganization 
Actの略語である。本文中の「IRA 協議会 IRA Council」
とは、元部族政府 tribal government が IRA の 1936 年
改訂にともなって再編された組織の略称である。 
26) 資料 8、p.1/9 による。ただし、本資料のみ、A4 横で出
力した。 
27) 資料 8、p.4/9 による。 
28) 資料 8、p.5/9 による。 
29) 資料 9 および資料 10 による。 
30) 資料 9、および資料 10、p.46 による。 
31) 以上、資料 11 による。 
32) 資料 1、p.25 によれば、B & B (bed and breakfast)の宿




33) 資料 12、p.2/3 による。また「コミュニティ森林計画
forest steward program」は、「森林運営プログラム」
とも訳される。 
34) 資料 13、Appendix D ‘Minutes of Meetings’による。 
35) 資料 13、p.32 による。 
36) 資料 13、p.45 による。 







資料 1 Prepared by Tom Okleasik, Principal, Northwest 
Planning and Grants Development, Prepared for 
Hydaburg Cooperative Association, City of Hydaburg, 
Haida Corporation, Hydaburg Residents, 
Organizations and Community, Community 
Economic Development Plan for Hydaburg, Alaska 
2005-2015, 2005. 
資料 2	 Hydaburg Cooperative Association 
Basic Financial Statements, Supplementary 
 Information and Single Audit Reports 
December 31, 2016. 
(With Independent Auditor’s Report Thereon) 
p.16: Notes to the Financial Statements, continued. 
資料 3	 City of Hydaburg, Alaska 
Basic Financial Statements, 
Additional Supplementary Information, 
And Compliance Report 
(With Independent Auditor’s Report Thereon) 
Year Ended June 30 2016 
By Altman, Rogers & Co., p.7. 
資料 4 	 Lauren A. Sill and David Koster (eds.), The 
Harvest and Use of Wild Resources in Haines, 
Hoonah, Angoon, Whale Pass, and Hydaburg, Alaska, 
2012, Division of Subsistence, Alaska Department of 
Fish and Game, Technical Paper No. 399, 2017. 
資料 5	 James S. Magdanz, Eric Trigg, Austin Ahmasuk, 
Peter Nanouk, David S. Koster, and Kurt R. 
Kamletzm, Patterns and Trends in Subsistence 
Salmon Harvests, Norton Sound and Port Clarence, 
1994-2003, Division of Subsistence, Alaska 








July 16, 2016] 
資料 6	 A. Himes-Cornell, K. Hoelting, C. Maquire, L. 
Munger-Little, J. Lee, J. Fisk, R. Felthoven, C. Geller, 
and P. Little, Community Profiles for North Pacific 
Fisheries – Alaska Volume 11, U.S. Department of 
Commerce, National Oceanic and Atmospheric 
Administration, National Marine Fisheries Service, 
Alaska Fisheries Science Center, 2013. 
資料 7	 Sitnews, Ketchikan, Alaska 
Paula Dobbyn ‘New Fish Plant Opens in Hydaburg’, 
June 26 2017 Monday PM. 
http://www.sitnews.us/0617News/062617_hydaburg
_fish_plant.html [Accessed July 10, 2018] 
資料 8	 マルハニチロ株式会社「サーモンミュージアム」中、 
「 サ ケ の 養 殖 事 業 」 https://www.naruha-
nichiro.co.jp/salmon/fishery/09.html [Accessed Oct. 9, 
2018] 
資料 9	 AS 16. 40. 100-199 Aquatic Farming Status 
      Article 3. Finfish Farming 
         Sec. 10. 40. 210 Finfish farming prohibited 
             (a) A person may not grow or cultivate 
finfish in captivity or under positive 
control for commercial purposes. 
資料 10	 J.A. Sepez, B.D. Tilt, C.L. Package, H.M. Lazus, 
and I. Vaccaro, ‘Community Profiles for North Pacific 
Fisheries – Alaska’, U.S. Department of Commerce, 
National Oceanic and Atmospheric Administration, 
National Marine Fisheries Service, Alaska Fisheries 
Science Center, 2005, p.46. 
資料 11	 Leila Kheiry, Hydaburg renovating with an eye 
on tourism, KRBD, Sep. 9,2015. 
https://www.krbd.org/2015/09/09/hydaburgs-town-	
wide-renovation/ [Accessed July 10, 2018] (KRBD is 
a community radio, Ketchikan, Alaska) 
資料 12	 Land and Resource Stewardship in Hydaburg 
http://sustainablesoutheast.net/projects/land-and-
marine-resource-stewardship-in-hydaburg/ 
[Accessed July 11, 2018] 
資料 13	 Brent C. Paine, Analysis and Review of Policy, 
Decision Making and Politics regarding Finfish 
Agriculture in Alaska, Submitted to Marine Resource 
Management Program  College of Oceanography  
Oregon State University  Corvallis, Oregon 97331, 
1991, in partial fulfillment of the requirements for the 
degree of Master of Science, Commencement Winter, 
1991, Internship: Alaska Finfish Task Force. 
上記資料の Attachment D が； 
Copy of the Alaska Finfish Farming Task Force 
Report  Report to the Alaska Legislature, January 













































その後、フィルフォヴァ先生による報告  <Walking in 
Someone Else's Shoes> において、受講生の英語レポート
を踏まえて名古屋の公共交通機関の問題等が報告される。 
 
２．「名古屋は外国人にとって優しいまち?」をテーマとす
る地域連携参加型学習 
２−１.実施スケジュール 
	 初回にグループ分けと課題説明を行い、２回目には学内
で名古屋市の国際交流に関する取り組みや市内の観光地
図などのグループ学習を行った。３回目に、名古屋観光コ
ンベンションビューローを訪問し、観光部長の中村氏にお
話していただき、コンベンションビューローの役割や今後
の企画について学習した。それに続き、伏見〜栄の徒歩調
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